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4要因の重要性を指摘するとともに、 「流動範囲長J 、 「液状化層厚j 、 「不飽和表層厚J および「地表面の平均勾
配と液状化層下面の平均勾配のうち大きい方の勾配J の要因に基づいて、斜面中央および斜面上端における流動変位
量を予測する簡易評価手法を提案している。
第 4章では、液状化抵抗率を用いて「過剰間隙水圧比」および「基準化した地盤反力係数比j を推定する簡易評価
方式を提案している。また、流動地盤中の杭に作用する流動力の発生特性を解明するとともに、地中構造物の浮き上
がりの予測あるいは対策を考える場合に、構造物下方の液状化層厚、構造物の幅および抑制構造に留意すべきことを
指摘している。さらに、 「地盤の液状化危険度」および橋梁の基礎形式に応じた橋梁の「液状化被害危険度J の簡易
評価方法、およびこれらの評価指標を用いた液状化に対する道路橋の耐震性の簡易点検方法を提案している。
第 5 章では、地表地震断層に対する工学的な基本姿勢を提案するとともに、橋梁、堤防等および埋設管を対象とし
て、地震断層の影響度および既往技術の適用範囲を明らかにし、土木構造物の計画、設計、地震直後および復旧の各
段階における対策技術を提示している。
第 6 章は結論であり、本研究の内容を総括するとともに、各章で得られた結果を要約している。
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論文審査の結果の要旨
1964 年新潟地震以来、地盤の液状化、地盤流動および地表地震断層が土木構造物の被害に直接関わる要因として
クローズアップされ、これらの現象に対する地盤の耐震性の評価および耐震対策、ひいてはより精度のよい耐震設計
法の確立は、巨大地震の襲来が警告されている現在、緊急の課題になっている。
本論文は、過去の被害履歴調査、現地地震調査ならびにデータ分析、各種の振動試験および模型実験、解析および
数値シミュレーションの手法を駆使することにより、地盤の耐震性、すなわち地盤の液状化、地盤流動および地表地
震断層の発生特性を解明し、その土木構造物の耐震性に及ぼす影響を解明するとともに、それらの評価に対する実務
的な定量的手法を提案することによって、地盤に関するより高精度の耐震設計法の確立に貢献したものである。
以上の結果を具体的に要約すれば、以下の通りである。
(1) 液状化の発生特性および液状化ポテンシャルの評価に関して、液状化する砂質土の原位置動的せん断強度比の
簡易評価式を提案している。
(2) 地盤流動の発生特性および流動変位量の評価に関して、地盤流動に関与する 4つの地盤条件を提示するととも
に、それらによる流動変位量の簡易評価式を提案している。
(3) 土木構造物に対する液状化および地盤流動の影響評価に関して、過剰間隙水圧比、地盤反力係数比、地盤およ
び橋梁の液状化(被害)危険度、液状化に対する道路橋の耐震性に対するそれぞれの簡易評価方法を提示して
いる。
(4) 土木構造物に対する地震断層の影響評価に関して、地震断層に対する工学的な基本姿勢を提案するとともに、
その構造形態に応じた対策技術を提案している。
以上のように、本論文は、地震時における地盤の耐震性評価および土木構造物への影響評価に対する種々の評価手
法を提案したものであり、耐震工学、地盤工学および土木工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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